
基調講演

「認知症とは ～認知症の人への理解とその対応～」
講師：鷲見 幸彦 氏 （社会福祉法人仁至会認知症介護研究・研修大府センターセンター長）

「認知症当事者からのメッセージ ～認知症とともに生きる～」

～認知症の人が外出しやすいまちづくり～

認知症についてご存じですか？

主催/豊田市 共催/愛知県

９月１７日 (土)

豊田市福祉センター４階

令和４年

認知症は「誰でもなる可能性がある」身近な話題です。
認知症の人やその家族が、できる限り住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けるために、ともに考え、つながりませんか。

申込み方法は裏面をご覧ください。

1987年 信州大学医学部大学院卒業、2004年 国立長寿医療センター外来診療
部長、2014年 国立長寿医療研究センター副院長を歴任し、2019年４月 同病院
長（7月に同理事）に就任、2022年4月に現職（国立長寿医療研究センター 理事
長特任補佐併任）に着任し、認知症の医療・介護の研究と研修に携わる。

大正13年に創立。豊橋市に本社を構え、鉄道（新豊橋駅－三河田原駅）と路面電車（駅前－赤
岩口・運動公園前）を運行している。講師は平成24年入社、以後豊橋鉄道グループの健康経
営・健康管理に携わる。

講師：豊橋鉄道株式会社 赤川 景子氏

インタビュアー：活動パートナー 服部 優香理 氏
56歳の時に若年性アルツハイマー型認知症の診断を受ける。
就労移行支援事業所へ週5回通所しながら、研修会などで自らの体験を話したり、
当事者委員として会議へ出席するなど認知症普及啓発活動に携わる。
休日は地元の金華山登山を楽しんでいる。60歳 岐阜県認知症希望大使。

企業の取組紹介 Part1

講師：若年性認知症当事者 高見 武司 氏

～認知症の人がその能力をいかし、役割をもってはたらく環境づくり～
豊田市が行う「認サポ×店舗プロジェクト」の取組紹介

企業の取組紹介 Part２

13：00～15：30



◆参加申込みフォームより申込み
右記の二次元コードを読み取って、申込みフォームに入力し、送信してください。
メールアドレスの入力は、お間違いのないようにお願いします。

◆参加申込みフォームでの申し込みが難しい方…下記申込み用紙を記入の上、FAXで申込み
お申込み期間 8月23日（火）午前９時から 定員100人程度に達するまで

【注意事項】
・当日はマスクの着用等、感染予防にご協力ください。また、体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。申込み
後に欠席する場合は、事務局に電話もしくはメールで連絡をお願いします。
・新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、オンライン開催になるなど開催方法を変更する場合があります。
あらかじめご了承ください。その場合は、別途メールもしくは電話でご案内します。

豊田市福祉センター(豊田市錦町1丁目1番地1)
◆愛知環状鉄道新豊田駅または名鉄豊田市駅より徒歩20分ほどです。
豊田市駅からは西口の５番バス乗り場より「豊田市福祉センター行き」
おいでんバスが運行しています。
◆名鉄上拳母駅より徒歩10分ほどです。
◆愛知環状鉄道新上拳母駅より徒歩15分ほどです。
◆駐車可能台数に限りがありますので、可能な限り公共交通機関をご利用ください。

毎年９月は世界アルツハイマー月間です

事務局・問合せ先 ・・・ 豊田市 福祉部 高齢福祉課
〒471-8501 豊田市西町3-60 TEL 0565-34-6984 FAX 0565-34-6793
メールアドレス:korei-fukushi@city.toyota.aichi.jp

できるだけ参加者申込みフォーム（二次元コード）からお申込みください。難しい場合は、下記申込み用紙にご記入
の上、FAXにてお送りください。（ご記入いただいた個人情報は、開催に関するご案内以外には使用しません。）

申込み方法

会場までのアクセス

認知症に関する相談窓口

自分自身や家族について「あれ、なんだか変だな？」と思ったら早めに相談しましょう。

参加申込みフォームでの申し込みが難しい方・・・申込み用紙 FAX：0565-34-6793

お名前 おなまえ（ふりがな）

電話 FAX

お住いの
市町村名 市・町・村 メールアドレス

地域包括支援センター ～高齢者の相談窓口～

センター一覧はこちら➡ 認知症チェックリスト・相談窓口はこちら➡

＜申込みフォーム二次元コード＞


